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1996年８月11日宮城県鬼首地震（M5.9，M5.7）震源域直下に分布するＳ波反射

面

S-wave reflectors beneath the fault planes of 1996 Onikobe earthquakes (M5.9, M5.7),

northeastern Japan
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1 9 9 6年宮城県鬼首の地震（Ｍ5 . 9，Ｍ5 . 7）の余震観測のデータから顕著な後続波（S x S波）を見いだし，その後
続波の走時解析からＳ波反射面の空間分布を推定した．その結果，鬼首カルデラのカルデラ壁や，Ｍ5 . 9およびＭ
5 . 7の地震の震源断層の直下に顕著な反射面が見いだされた．震源断層とＳ波反射面との位置関係から，Ｓ波反射
面の分布はこれらの地震の発生機構と密接に関連している可能性があると考えられる．

１．はじめに
1 9 9 6年８月1 1日に秋田・宮城県境付近でＭ5 . 9，Ｍ5 . 7の地震が発生した．この地域では最近の約2 0年間にＭ５程

度の地震が約1 0年ごとに発生している．海野ほか（1 9 9 8）および小野寺ほか（1 9 9 8）は，これらの地震活動を詳
細に調査して，地震活動と地質構造や地震波速度構造［小野寺ほか（1 9 9 8）］との密接な関係を見いだした．堀ほ
か（1 9 9 7）は1 9 7 6年の地震（Ｍ4 . 9）の余震，および 1 9 9 6年の地震の余震の観測波形の中に顕著な反射Ｓ波（S x S
波）を見いだし，それらの走時データから反射面が水平であるとの仮定に基づき，Ｍ5 . 9の地震の断層面の直下の
ほぼ水平な反射面と，Ｍ5 . 7の地震の断層面に続くようにみえるやや傾斜した反射面を求めている．本研究では，
反射面が水平であるという仮定をはずして，Matsumoto and Hasegawa （1996）に従い鏡像観測点を求めることに
より，Ｓ波反射面の位置・形状を推定したので報告する．

２．Ｓ波反射面の推定法
Ｍ5 . 9の地震の発生後の1 0月1 4日～1 2月５日に実施されたD A Tレコーダによる余震観測データを用いて震源決定

された余震の記録波形の中から，顕著な後続波（S x S波）を見いだし，それらの走時を読みとり，Vs=3.0 km/sec
の均質速度構造を仮定して，鏡像観測点をグリッドサーチにより決定した．（SxS - S）時間の走時残差が最小とな
る鏡像観測点に対応するＳ波反射面から，それぞれの地震に対応する反射点の位置を求めることができる．この
ようにして，S x S波が観測された観測点と地震のすべての組み合わせについて推定された反射面の位置を重ねるこ
とにより，この地域のＳ波反射面の空間分布を推定した．

３．Ｓ波反射面の空間分布
顕著なS x S波が観測された余震の震源の深さは，D A Tレコーダによる臨時観測点のデータを用いて約３～５k m

の範囲に求められている．推定されたＳ波反射面の分布の特徴は（１）深さ約４km 以浅の反射面は鬼首カルデラ
のカルデラ壁および地質構造線付近に集中しており，反射面の傾斜は垂直に近いものが多い，（２）深さ約６～1 0
km の範囲の反射面は，逆断層型の地震（Ｍ5 . 9）の断層面の直下あるいはその周辺に位置しており，傾斜角は震
源断層のそれよりも小さい，（３）また，横ずれ断層の地震（Ｍ5.7）の断層面の直下にも深さ約６～10 km の範囲
にほぼ水平な反射面が存在する．地震発生層より深部で断層面直下に見いだされたこれらのＳ波反射面は，Ｍ5 . 9
およびＭ5.7の地震の発生機構と密接に関連している可能性があると考えられる．
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